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図 3 （その 1）2017 年 9 月 17 日における 9 時～12
時の毎時の時間降水量（mm）の分布 
図 2 2017 年台風 18 号の進路と気象庁アメダスに
よる 9 月 16 日から 17 日の 2 日間の積算降水量の分




































































































図 3 （その 2）2017 年 9 月 17 日における 13 時～16 時の毎時の時間降水量（mm）の分布 

























































































































































































































































































































































































































































































































































表 1 平成 29 年台風第 18 号による災害に係る被害状況 
（大分県防災危機管理課，平成 29 年 10 月 18 日 17 時現在） 
表 2 平成 29 年台風第 18 号による災害に係る被害状況 

























































































































































































図 8 津久見市の市街地における洪水ハザードマップ（左）および DEM（標高地図）・浸水深図（右） 
（図中の数字は写真 1～12 の位置） 
浸水深112cm
写真 1 店舗における浸水被害（高洲町） 






















































































写真 3 銀行の駐車場における浸水の痕跡（中央町） 
塵芥痕跡153cm














































































































写真 8 津久見市役所前の土砂堆積（宮本町） 
浸水深90cm 日豊本線




写真 10 店舗における浸水の痕跡（中田町） 
浸水跡123cm
写真 11 津久見高等学校の体育館における浸水 
の痕跡（大字津久見） 
浸水跡133cm
写真 12 第一中学校体育館における浸水の痕跡 
（文京町） 
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6. おわりに 
今回の洪水災害が発生した大分県中南部地域では，
南海トラフの巨大地震では震度6強が想定され，防災
対策では津波に対する対策，避難想定が最も重要な
課題とされるようになり，地域住民の水害に対する
防災意識が相対的に低下している。これは，著者の
今回のヒアリング調査でも明らかになっている。し
かし，前年（2016年）9月の台風16号の通過時には，
番匠川の蕨野橋と堅田橋の水位観測所で既往の記録
を超える水位を観測しており，本年の台風18号と合
わせて2年連続で祖母山系では台風により豪雨が観
測され，両豪雨とも約12時間の比較的短時間に生じ
た降水イベントであった（山本ほか，2016）。九州
山地の南東斜面に位置する大分県中南部から宮崎県
南部にかけては，過去にも多くの豪雨災害が発生し
ていることから，豪雨災害に対する防災対策や避難
対応も改めて検討することが重要であると言える。 
本豪雨は，大分県中南部から宮崎県北部にかけて
発生しており，昨年の台風16号で洪水災害が発生し
た北川水系では，今年度も本豪雨により被害が生じ
ており，被害の状況等については別の機会に報告を
行う予定である。なお，本稿は日本自然災害学会の
和文誌『自然災害科学』Vol.36,No.4に掲載された
「2017年台風18号により大分県中南部で発生した豪
雨と洪水災害の特徴」の一部を簡略化して紹介した
ものである。 
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